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伝続産業と環境変化

田 中 晴 人 , 横 山 幸 文,
高 橋 誠 一

( 平成 7 年1 1 月 2 日受理)

要 旨

社会 ･ 経済 の大きな潮流は , 地 域 の 産業(r= と っ て も対応を迫られ る重要な問題で あ る ｡
こ こ で は富

Ll｣ 県 を代表す る伝統産業の
一 つ で ある井波彫刻産業を題材とし て , 国際化が 地域 の 産業 に 及 ぼす 影響

に つ い て 考え て み た ｡ 近年, 井 波彫刻産業で は町 と
一

体 に な っ て h
､ なみ 国際木彫刻 キ ャ ン プ｣ な ど

の 国際化 - 対応 した事業を実施して い るが ,
こ の こ とは木彫刻産業の み ならず地域 社会をも世界 に 目

を聞 かせる契慣と な っ て い る,
)

キ ー ワ ー ド

国際化, 地 域社会 ,
伝統産業

,
井波彫刻

,
い な み国際木彫刻キ ャ ン プ

は じめに

国際化や 情報化と い っ た社会 ･ 経済の 大き

な変化は ,
地域 の 産業や 企業

,
そ こで 働く人

達に 大きな影響を及ぼ して い る ｡ これまで に

も近代産業を対象と した これ らの テ ー

マ に 関

する研究は数多く行 われて い る ｡ しか し ,
地

場産業,
とりわ け伝統産業と呼 ばれる業種は

変化が比較的緩や か であり, 市場の 主要な部

分を国内とするもの が多い こ と な どか ら近代

産業と比較 した場合に はあまり研究対象とは

さ れて こ なか っ た感がある ｡ 本研究で は富山

県 の 代表的 な伝統産業の
一

つ で ある井波彫刻

を取り上 げ
,
国際化の 進展 に対応した産地の

取組み の様子や 問題点 ,
意義に つ い て 考察 し

た｡

1
. 井波町 の概況

井波町は富山県西 部に 立地 し ,
瑞泉寺の 門

前町と して 6 00 年以上 の 歴史を有する町 で あ

り , 瑞泉寺の 寺院建築を支えた木彫刻や漆塗

りの 技術が こ の 町の 地場産業と して
,
また ,

そ の 伝統的技法の伝承をとお して 町 の 文化と

して 大きく根付 い て い る ｡

さ て , 井波町 の社会 ･ 経済的側面に つ い て

簡単 に概観す る と
,
人 口 は近年漸減傾向に あ

り9 5 年 3 月 末の 住民基本台帳ベ
ー

ス で は11
,
01 0

人 で
,
9 1 年と比較する と3 . 0 % 減少 して い る ｡

しか し
, 世帯数は ほ ぼ横ば い の状況に ある ｡

また ,
6 5 歳以上の 高齢者の 割合が1 7 . 5

0
/o と富

山県平均1 5 .,
1 % は い うに 及ばず

,
富山 県内の

町村部の 平均で ある1 5 .9 % と比較して もか な

り高く ,
そ れだけ地域住民の 高齢化が進ん で

い る こ とが指摘 で きる ｡
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表 1 井波町 の 社会
･

程清 にf一笑け る データ

a . 人 口

9 1 年 9 2 年 9 3 年

l l
,
3 4 6 l l

,
2 64 l l

,
15 6

⊥

単位 : 人

( 荏) 各年ともに 3 月末現在

( 出所) 住民基本台帳人口

b . 世 帯数

91 年 9 2 年 9 3 年 94 年 95 年
95 /91
(叫

2
, 87 2 2 , 8 62 2 ,

8 7 6 2
,
88 7 2

,
8 7 5
l
1.0

( 注) 各年ともに 3 月末現在

( l
[

_
1掴f) 住民基本台帳世帯

2 井波町の 産業 と井波彫刻

産業面から井波町 をみ る と , 国史跡 の 高瀬

遺跡で の 真綿や漆の 生 産な ど中世の 頃か ら経

済活動が行わ れて い た こと が知られ て い る ｡

また江 戸時代に は蚕 の 檀紙を製造する 蚕種業

が盛ん に行わ れ , 元 禄元 ( 1 6 8 8) 年当時の 井

波の 蚕種商人 が ｢ 北 は 越後から出∃引二かけて ,

東は 信濃 ･ 甲斐 , 西 は 加賀か ら越前 ,
南は飛

騨 ･ 美濃 ,
さ ら に尾張 に 至 る ま で｣

1) 広く 販

売活動を展開 し ,
1 8 世 紀に 入 っ て か らは 抹仲

間も組織され て い た ことが記録 に残され て い

る ｡ また , 絹織物も盛 ん だ っ た .
一 方

,
宝暦

1 3( 1 7 6 3) 年 に は瑞泉寺の 再建工事が始ま り,

番匠屋九代の 北 村七 左衛F-
7【

】たちの 井波 大工 に

加えて , 京都から前川三f)A 郎を始めとする著

名な彫り師も訪れ て こ の 仕事に 着手 し, こ こ

に 井波拝領地大工 の 持 つ 技法と伝統ある京都

の寺院彫刻の技法とが競 い 合 い , 優れ た作品

が残された ｡ こ の 時,
前川三 凹郎が北村七 左

衝f
lr

3 たち井波大工 に本格的な木彫刻の 技法を

伝えた こと が ,
現 在に つ なが る井波彫刻の 始

まりで あ る と い われ て い る ｡ ま た ,
同 じ江戸

時代の 文化元 ( 1 8 0 4) 年 の 井波町 の 人別帳に

は ｢ ぬ しや太兵衛｣ や ｢ 桧物屋 民兵衛｣ な ど

の 漆職 人 の 名が記載されて おり , 特 に後者 の

c . 年齢別人 口 偶成 iiilp;_
,二 :

`
y o

i己■ 井 波 町

▼- t

冨 山県全域

′ 土 -

lE_
!

岩 山 /. ,-
iZ5iZ5 町 村 部

【

1 4 歳 以~~F一 17 .9 1■7 . 5 1 7
.8

15 - 2 4 歳 l l .8 13 . 4 ･㌶｣
25 - 64 歳 5 2 ,7 5 3.9

‖

5 3 .6

65 歳以 上 1 7.5
1 5
.
1 15 .9

( 出所) 9 0 年 国勢調査

家系か らは優れ た塗師が 育ち, 井波町 に お い

て 彫刻と並ん で 町 を代表す る井波漆芸 の 伝統

を 今に伝えて い る ｡

明治時代に 入 っ て か らは ,
輸出三｣三に 重 の 生

産が開始さ れて い る ｡ こ れは 当時の伝統的 な

国 内の]] 二 重産地 で ある桐生 な どと競合せず,

しかも少額の 資本に よ っ て 事業が 開始できた

こ とか ら , 明治2 2 ( ユ8 8 9) 年に 富山県内初 の

織機1 1 0 台を有する 工 場が 町 内に 生 ま れ た ｡

明治期に 輸出刀] 二 重の 生 産を開始 した例と し

て は金沢市もあげられ る
2)
｡ こ れ ら の 大半 は

明治30 年代後半に ピ
ー

ク を むか えたもの の ,

明治4 2 ( 1 90 9 ) 年 に は この 他 の 創業者で ある

大谷彦治郎 の 工場以外は経営が行き詰 っ た ｡

そ の 後
,

一大正 7 ( 1 91 8) 年に は 最新鋭 の 力織

横20 台を有する竹村機業場が創業 し, こ れ が

現在 の 井波 町 を 代表 する 企業 の･一 つ で あ る

｢ か ろ り ー

な株式会社｣ に つ な が るも の で あ

る ｡ こ の 流 れ はそ の 後も続き, 井波町 の 産業

で は繊維産業の 占め る位置が大きい ｡ 同様に

ILj 間部に立地 して い る こ と な どから木材工業

も主力産業 の -
一

つ で ある ｡ ま た ,
興味深 い の

は優jl た井波大工 の才支術を生 か して 松井建設

な どの 企業が井波町から生 ま れて い る こ とで

ある ｡ 一 方で 伝統的な井波彫刻の 世界を継承

す る 流 れと
,
他方で は建設会社と して 活躍 し
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て い る の で ある ｡

現在 の 井波町の 産業,
とりわけ製造業で は

か ろ り ー な株式会社や勝星産業株式会社 , 東

洋紡績株式会社井波工場等の 繊維工業や大建

工業株式会社等の 木材関係
,
東洋フ ァ ル マ 一

株式会社等 の 医薬品工 業な どがみ られ るが ,

全般的に業種の 範囲は比較的狭く
,
その 規模

も小規模の もの が中心で
,
大手 6 工場 で 町の

生産額の90 % 以上を占め ると い われ て い る ｡

こ の ような井波町の 産業の 現在の姿を統計デ ー

タ に基 づ い て 概観すると , 次の表 に示さ れた

と おりで ある ｡

表 2 井波町 の産業 に関するデ
ー タ

a . 事業所数及び従業員数 ( 非農林水産業)

91 年 9 1/ 8 6( %) 従業者数(9 1 年)

7 53 ▲ 4
. 9 4

,
9 4 3

( 出所) ｢ 地域経済総覧
'

96｣ ( 東洋経清新報社)

b . 製造業関連指標

9 1 年 92 年 93 年 93/ 9 1( %)

工 場数 50 53 51 2 . 0

工 場 従業者数 1
,
5 9 4 1

,
57 9 1

,
5 91 ▲ 2 . 0

製品出荷額等 3 2 , 43 3 3 2 , 1 7 5 3 2 ,2 38 6 . 0

( 注) 製造品出荷額等の単位は10 0 万 円

( 出所) ｢ 地域経済総覧
'

94 -

'

% ｣ ( 束洋経済新報社)

c . 商業関連指標

9 1 年 9 4 年 9 4/9 1( %)

卸

売

莱

商 店 数 1 6 14 ▲ 12 .5

従業員数 67 7 8 16 . 4

販 売 額 1
,
5 45 1

,
66 0 7 .4

小

売

莱

商 店 数 3 45 33 2 ▲ 3 . 8

従業員数 9 6 8 96 1 ▲ 0 .3

販 売 額 1 0
,
9 9 0 1二l

,
58 3 5 .4

飲

良

莱

商 店 数 2 8 2 7 ▲ 3 .6

従業員数 8 7

販 売 額 3 45 4 1 7 20 .9

( 注1 ) 販売額の単位は1 0 0 万 円

( 注 2 ) 飲食業の み デ ー タ は8 9 年及び9 2 年

( 出所) ｢ 地 域経済総覧
'

92 -

'

鮎｣ ( 東洋経済新報社)

1 6 1

次に
,
井波町の 代表的地場産業 で ある井波

彫刻 に つ い て みる ｡ こ こ で は , 井波彫刻協同

組合か ら入手 した資料を中心と して , 他に い

く つ か の 調査結果等を参考 にして 述 べ る ｡

井波彫刻は ,
昭和5 0 年 5 月 に通産省 の ｢ 伝

統的工芸 品産業の 振興 に 関す る法律｣ ( 通称

｢ 伝産法｣) に基 づ い て 指定され た伝統的工 芸

品で
, 井波町を中心と して 庄川町, 福野町,

福光町 , 城端町, 砺波市の 1 市 5 町 の 地域 で

生 産さ れる木彫品を総称 して い る ｡ 平成 5 年

9 月末現在の 組合員の 事業所数は1 40 で あり
,

こ れ に非組合員で ある36 を合計 し た1 7 6 が 全

事業所数と な っ て い る ｡ そして ,
こ れら の 事

業所 に従事する従業者数は約29 0 人程 度と み

られて い る ｡ 年間生産額に つ い て は
,
平成元

年以降
,
1 8 億8

,
400 万円 - 2 1 億 1

,
6 0 0 万円 -

2 2 億円 - 2 2 倍4
,
0 0 0 万円と 順調 に推移 して き

たもの の
, 平成 5 年 に は2 1 億5 ,0 0 0 万円と や

や減少して い る ｡ ちなみ に 先に みた井波町全

体の 製造品出荷額は3 2 2 億3 , 0 0 0 万円で あ っ た

こ とか らみ る と
,
こ の なか に 占め る木彫刻の

割合はわずか 1 割に も満た な い程度で ある ｡

本来
,
手作業を中心と した伝統的工芸 品の 生

産額は近代産業と同列 に比較すれ ば
, 非常 に

その ウ ェ イ トが低 い こ とは致し方な い ｡ しか

し
, 伝統的工芸品の存在は , それを作 るため

に は高度な技術や技能が 必要で あり
,
そ の 熟

練の 継承 に関する伝統 や材料に 関する知識も

必 要である ｡ さら に はそ れら の 工芸 品を使う

立場 にある消費者の 見識とそ の背景に ある文

化的遺産な ど様 々 な歴 史的な存在を伝承して

お り,
こ れ らの こ とが

一 面で その 地域 の文化

を支える大きな力とな っ て い ると い える ｡ こ

の ような観点から考える と
,
単に 金額的な見

方を超えたと ころ に , 伝統的工芸品の 存在が

深 い 意義を持 っ て い ると い える ｡

さて
,
先の 事業所数を市町村別に み て い く

と
,
全体の66 .5 % に 当 た る1 1 7 が井波 町に あ

り , 次 い で 庄川町21 ( 全体の割合, 以下同 じ｡

l l .9 % ) , 福光町1 2 ( 6 . 8 % )
,
砺 波市1 1 ( 6 . 3
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% ) , 福野 町1 0 ( 5 .
7 % )

,
城端町 5 ( 2 . 8 % )

とな っ て い る ｡ これ に 対 して 年間生 産額 ベ
ー

ス で は井波町1 7 億9
,
2 00 万円 (80 .0 % ) , 庄川

町 2 暗6
,
900 万円 ( 1 2 . 0

0
/. )

,
福野町9

,
00 0 万円

( 4 .0
0
/. )

, 福光町4 ,500 万円 ( 2 , 0
0
/. )

,
砺波fh一

及び城端町 ともに2 ,200 万円 ( 1 .0 % ) とな っ

て い る ｡ 当然の こ とながら こ の 結果か らも明

ら か なよう に , 井波彫刻は井波町が中心 で事

業所数で6 6 ,5 %
, 年間生 産額で80 .0 % を 占め

て い る ｡

次 に製品 の種類別割合 で は欄間が最も高く

て 5 3 % を占め ,
次 い で 置物2 1 % , 神社曳山1 9

%
,

パ ネル な ど 7 % と な っ て い る ｡ こ れを昭

和5 7 年に 富山県商工 労働部経営指導課が行 っ

た井波木彫刻業の 産地診断勧告書の なかの デ
ー

タ と比較する と , 欄間4 5 . 4 %
,

パ ネ ル 等の 壁

面装飾 品2 0 . 0 %
,
天 神様 や 獅 子頭 等の 置物

2 4 . 2 % , 衝立6 .4 %
, 寺院彫刻2 . 7 %

,
そ の 他

1
.3 % と な っ て おり , 製 品の 区分方法が や や

異な っ て い る も の の , 欄間が最も高 い 割合を

占め て い る こ とは 同様 ながら ,
-

･

般的に い わ

れる よう に 欄間 の 割合が低下 して い る と は い

え な い ｡ む しろ欄間の 割合は 高くな っ て い る

事実がみ られる ｡ 反対 に ,

パ ネル 等の 壁面装

飾品の 割合が低下 して い る こ とが著 し い と い

え る ｡

伝統的 工 芸 品産業振興協会が把握 して い る

伝統的工芸 品及び 工芸 用具
･ 材料は 延べ 1 0 6 4

品目に 上 る ｡ こ の うち通産省の 伝産法に よ っ

て 指定 を受けて い る伝統的工芸品は全国に1 8 4

品目( 平成 7 年 4 月現在) とな っ て い る ｡ 伝統

的工芸 品産業振興協会が把握 して い る10 6 4 品

目 に 関して み る と ,
そ れら の 1 事業所当た り

の 従業者数は6 . 7 人
,
また

, 従業者 1 人当 た

り の 年間生 産額は3 5 0 万円で ある ｡ こ れ に 対

して
,
井波彫刻 は 1 事業所平均 の従業者数は

2 .1 人 で
, 従業者 1 人当 た りの 年間生 産額は

7 1 5 万2
,
5 0 0 万円と な っ て い る

=】)

｡ 井波彫刻 の

場合に は生 産 シ ス テ ム と して 分業化する こ と

が 困難で ある と考え られ て い る ため ,
い わゆ

る 1 人親方と呼ばれ る職 人が デ ザイ ン か ら製

造まで の 工程をこ な して お り,
しかも従業者

を持た ない 人が多い こ とが特色で ある ｡ その

ため
,
1 事業所平均 の従業者数は極めて 少 な

い ながら , 従業者 1 人当たりの 年間生産額は

2 .0 4 倍と非常に 高い もの とな っ て い る ｡

さ て
, 現在,

こ の 産地が抱える経営上 の 問

題点と して は, ｢ 販売不振｣ , ｢ 円高 で 海外の

類似 産地 の 圧力が高 い｣ , ｢ 人件費高｣ な どと

い っ た こ とが指摘さ れて い る . そもそも , 井

波彫刻 とは こ の 地域の 木周Z 技術を用 い て 制作

した木彫品の こと を い い ,
こ の 意味で は井波

彫刻は単なる伝統工芸 品と い う以上 に美術工

芸 品と して の 性格を強く持 っ て お り,
こ の 産

地 を代表す る製品で ある欄 間は 製品単価が数

百万円に もの ぼる もの がある ｡ そ の ため ,
覗

在の 国内経済が バ ブ ル の 後遺症 を残 して い る

状態で は販売が思 わ しくな い こ とは 容易に想

像され る こ とで ある ｡ また , 営業に関して は ,

｢ ク チ コ ミ｣ で顧客か ら紹介 さ れ て 注 文が 寄

せ られ るた めに
,
営業を専門と した 人もい な

い 状態で ある ｡ こ の よう な点も井波因子剥が美

術品的性格を有する こ と を示す
一 端と いえる ｡

と こ ろ で
, 井波彫刻と して は高級品の 生 産

を続 けて い るが ,

一

方 で は台湾辺 りから廉価

な類似品が輸入 されて い る状態で あり,
そ の

ため市場で はか なり競合する 場合がある と い

う ｡ こ の こ とが上記 の 問題 点と して 指摘され

て い たの で ある
4)
｡ し か し, こ の よう な廉価

を類似品に対 して ,
産地 で は敢えて 品質をー~F-

げて まで 価格的に対応可能な商品の 生産は産

地の 将来を閉ざすもの だ と して , 対抗措置を

杭 じるような こ とは為さ れて い な い ｡ む しろ ,

従来の技術水準の維持 を図る こ と に 力が注が

れて おり , 後に み る よう に 世界的な視野から

井波彫刻の イ メ ー ジ ア ッ プを図る施策が進め

ら れて い る ｡ 従来 ,
主要商品で ある 欄間は 壁

面装飾品 と して の 性格 を強く持つ もの で あり ,

そ の ため 市場の大半が北 陸と な っ て い る こ と

にも
, 匡=祭化に対 して マ

ー

ケ テ イ ン グ面で の
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対応が 明確に な っ て い ない 理由の
一

つ に 考え

られる ｡

3 地場産業と 国際化

既 に みた よう に , 井波町に あ っ て はその 産

業面で大きな ウ ェ イ トを占めて い る の は井波

彫刻 で はなくて , 繊維工業や木材工業な どの

い わ ゆる近代産業 で あ っ た ｡ こ れ は ,
こ の よ

う な判断の 基準を製品の 出荷額と い う点で考

えた から で ある ｡ しか し ,
こ の よう な観点か

ら した場合
,
多くの 伝統的工芸 品はそれ ぞれ

の 地域 に お い て小 さな存在 で しかな い こ とに

なる ｡ しか し , 京都や金沢な どの 都市で は近

代的な産業が多くみ られ る にもか かわ らず ,

伝統的工芸 品の存在がそ の 都市の イ メ
ー

ジや

文化と切 っ て もきれ な い 関係に ある こ とは否

定で きな い で あ ろう o そ れ は , もの を作る と

い う点で は伝統工芸 品産業 で も近代産業で も

同 じで あるが
,
しか し

,
こ の両 者の 間に は大

きな質的相違がみ られ る ｡ そ れ は ,
近代産業

の 論理と して は ,

･ 理論の 集積

･ 普通的生 活を支える

･ 少品種多量生産

･ 機能中心 主義 ( 経済性の 追及)

･ 量 に 重点をお く

と い っ た点が重視さ れて い るの に対 して
,
伝

統工 芸 品の 場合に は
,

･ 智情意の総合

･ 生活の 個性 を支える

･

多品種少量生 産

･ 美中心主義

･ 質に 重点をお く

と い っ た点が重視さ れて い る か らで ある ｡ こ

の こと は商品選択と いう観点から整理すれば ,

近代産業 に よ っ て生 産され た商品の 選択 にあ

た っ て は
,

･ 日常消費財な ど相対的に 安価なもの

( 例) 台所用 品な ど消費度の 高 い もの で機

能性に 重点が おかれ る
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･ 情緒性 < 実利性

･ 絶対価格を求める

な ど生活の 手段と して 理論的な選択が為され

て い るの に対 して , 伝統的工芸品に つ い て は,

･ 耐久消費財な ど絶対的に 高価なもの

( 例) 家具
,
高級被服 な どフ ァ ッ シ ョ ン性

に 重点がお か れる

･ 情緒性二> 実利性

･ 相対価格 で満足する

と い っ た い わば生活の 目 的と して情緒的選択

が為され て い る こと が両者の 相違と して指摘

する こと がで きる
5)

｡ こ の よう な点 か ら み て

み ると
,
近代産業中心 の現在の われ われが生

活して い る 社会に お い て , 伝統工 芸 品の 持つ

重要性が理 解で きる と思う ｡ それ は優れ た伝

統工芸 品の 存在は ,
そ の 地域に 個性ある文化

を育 む大きな背景と な っ て い るの で あり,
ひ

い て はそ の 地域を個性 ある存在と して い ると

い え る ｡ こ の こ とを確認 した上 で , 次 に井波

町 で 近年取り組まれて い る 国際化に対応した

事業 に つ い て み る ｡ こ の 事業は , 井波町 が町

の 事業と して 実施 したもの で ある が
,
その狙

い は井波彫刻を想定 したもの で ある こ とは い

うまで もなく ,
伝統工芸 品産業の 存在が 町の

施策と大きくかか わ っ て い る例であり,
それ

は今回の研究テ
ー

マ で ある 国際化と い う大き

な社会 ･ 経済的ト レ ン ドを意識したもの で あ

る ｡

井波町で は平成 3 年 7 月2 2 日 から同 8 月1 0

日 に かけて の2 0 日間
,
国内外の 彫刻家を町内

閑乗寺公園に 集めて , 参加者そ れぞれ が自由

に 作品を制作 し
,
こ の こ とをと お して 彫刻家

同士が お互 い に交流を図るとともに
,
井波町

を ｢ 木彫 り の 里｣ と して 世界 に向けて ア ピ
ー

ル する こ とを 目的と した 第1 回 ｢ い なみ国際

木彫刻キ ャ ン プ ( T h e I n a m i I n t e r n a ti o n a l

W o o d C a r v i n g C a m p )｣ を開催 した ｡ こ の

事業は , 井波町 , 井波教育委員会 ,
社団法人

富 山県芸 術文化協会 , 井波美術協会 , 井波彫

刻協同組合な ど1 1 機関か らなる ｢ い なみ国際
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仲 晴 人 ･ 横 山幸 文 ･ 高橋誠一一･-

木彫刻キ ャ ン プ実行委員会｣ を主催者 と し,

富Ⅰ_I_Ⅰ県及び富山県教育委員会が共催者 とな っ

た ほ か
,
匡Ⅰ際交流基金や財巨= 真人とや ま匡=祭

セ ン タ ー

, 富Ll｣ コ ン ベ ン シ ョ ン ビ ュ ー ロ ー

な

ど 8 機関が後援 し
,
町内外の 民間企業な ども

協賛 して 実施され たもの で ある ｡ こ の ｢ い な

み 国際木彫刻キ ャ ン プ｣ に は ,
海外1 2 カ 国か

ら1 3 名 の彫刻家と技力寸匡l から は 8 名 2 グル ー

プ が参加 した ｡ こ の 時に 制作された作品は ,

現在も閑乗寺公園や ｢ い なみ木彫りの 里｣ に

展示され
,
い つ で も観賞する こ とが 出来るよ

う に な っ て い る ｡ こ の 時 の 入場者 は 3 万 人を

数えて い る ｡ こ の 事業 は世界に 向け て 井波町

を木彫刻 の 町 と して ア ピ
ー

ル する上 で大きな

効果があ っ た と い われ , また木彫刻家や一般

町民 に と っ て も身近なと こ ろ から国際化 - の

目が 開か れた と い う点で 意義深 い もの と考え

られ て い る ｡ また , 今年 ( 平成 7 年) ち,
7

月2 2 日か ら 8 月 6 日に か けて 第 2 回 ｢ い なみ

国際木彫刻キ ャ ン プ｣ が 開催された ｡ 今回は ,

海外1 3 カ 国か ら1 3 名 の 彫刻家と 日本か ら 6 名

2 グ ル ー プ の 彫刻家及び グル ー プな どが参加

し, 制作され た作品は前回同様閑釆寺公園 に

展示公 開され だ
;)
｡ ま た

,
関連 イ ベ ン ト と し

て
,
国際シ ン ポ ジウ ム

,
木彫刻j :_芸 職業訓練

校の 生 徒を対象と した ワ
ー

ク シ ョ ッ プ
,
木彫

り体験 コ ー ナ ー さら に は キ ャ ン プに 参加 した

彫刻家の お国自慢料理 に よ る国際食文化交流

会な ど大人か ら子供まで 幅広く参加で き ,
互

い の 文化に 触合う こ と の で き る催物が 開催さ

れた ｡ 入場者数は 第 1 回 目 を1 万 人上 回 る 4

万 人 と発表され て い る ｡
こ の ように

一

段と木

彫刻 を核と した地域全体の 国際交流 が進展し

つ つ あ る と い える ｡

こ の ほ か にも町 の 事業と して
,
海外の 著名

な木彫刻の展示会等に 町内の 木彫刻作家を派

遣 して い る o 最抑ま昭利6 3 年度に ｢ 新工芸 オ
ー

ス トラ リ ア展｣ に 3 名 , 同 じく ｢ ハ ン が ノ
ー

国際木彫刻キ ャ ン プ｣ に 2 名派遣 して お り ,

現 在に 至 るまで こ の 事業は 継続 されて い る ｡

特に 昨年 9 月 に は 富山市で 開催された ワ
ー

ル

ド
･ パ - トナ

ー シ ッ プ ･

フ ォ
ー ラ ム に参)J[J し

た在日 外交官夫人が井波町 を訪れ ,
木彫りの

里 で 彫刻を体験す る と い う催物も開催される

な ど, 徐 々 に 国際化に対),t t し た事業が拡大 し

て い る ｡

こう した 井波町で の積極的な取り組み は ,

木彫刻が町を代表する伝統産業 で あり
,
また

町 が誇る 大きな文化ともな っ て い る こ とを重

視 したも の で ある ｡ しか し, 個 々 の 木彫別に

従事 して い る事業所 で は , 従来, 主要製品が

寺院建築に 由来する 欄間が主 で あり ,
こ れ は

北 陸を 中心 とする 地域が顧客 の多く を占め て

い たと い う現状か ら
, 国際化と い う大きな ト

レ ン ドに は 直接的に あまり影響 を受けずに 来

た経緯が あ っ た ｡

しか し , 井波国子刻 の 本質は何か と い えば ,

そ れは例え ば
,
欄間 に 代表され るよう な形と

して の 木問丸品と い うよ りも,
む しろ

.
そ れは

壁面装飾 の ため の こ の 地域特有 の 高度な木Tf,-jラ

刻技術で ある ｡ こ の 意味で は井波彫刻の 将来

を考え る...E で は ,
こ の 技術の 継承者の 確保 ･

育成が最も重安な点で ある ｡ 現 在は ,
こ の 技

術 の 習得を志す人 が全国から井波町 へ 集ま っ

て く る二状況で ある ｡ 伝統的技法を こ れら の 人

たちに 伝えて い くこ と は
,
非

ノ

常に 重要 なこ と

で ある ｡ 加 えて ,
｢ い なみ 国際木彫刻キ ャ ン

プ｣ に み られ る よう に , 伝統的 な高度な井波

即刻 の 様々 な技法の 中 にも , 国際化と い う視

,

L与か ら産地に対 して新 し い 血を注ぐことも長

期的 な視野 か らは よ り重要な こ とと い える ｡

こう した 国際的な交涜を継続 して 行く こ とが

重安で あり
,
こ の よう な試み の 影響は 長 い 時

間を経て ,
産地 に変化をもた らすもの と思 わ

れる o

むすび

今回 ,
我 々 は ｢ 伝統産業と環境変化｣ をテ

ー

マ と して井波彫刻を題材とした共同研究を行 っ

た ｡ われ われ は日 頃か ら敢えて 異 なる専f-
7t

りナ
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野で ある こ とを生か した研究を行 い た い と考

えて い た こ とか ら
,
今回の テ ー

マ に つ い て 取

り組 んで み た ｡ 井波彫刻は北陸を中心と して

比較的有名で はあるが , 産業の 規模と して は

決 して 大型とは いえな い 地場産業で ある ｡ 現

地 へ 足を運び
,
町役場を始め と して 井波彫刻

関係機関や金融機関などに ヒ ア リ ン グ調査を

実施 し, また
,
｢ い なみ木彫り の 里｣ な ど で

作品を目に する なか から
, Ll｣ 間部 に立地する

伝統工 芸 品産業に も国際化の 影響がみ られ る

こ とに 大きな関心 を砲シ
ーた ｡ そ して

,
地元 の

自治体が その ため に尽力さ れて い る こ と の意

味 に つ い て 考えて み た ｡ その 結果 , 単純 に 産

業と して み た場合に は近代産業とは比べ もの

に ならない くら い小さ な存在で ある伝続工芸

産業がその 地域の 文化を育み ,
そ して 地域 の

個性 を作りだす重要な存在で ある ことを改め

て 認識 した ｡ しか し, そ の ため に も時代の 大

きな流れ に背を向けて い る こ と は出来な い の

で あり
,
とりわ け将来を展望 した 時に は

,
釈

し い 血 を注 い で い か ない と社会の 流れ に取り

残され ,
ひ い て は 地域 の 文化ばかりで なく地

域社会その もの が衰退しかね な い 状況も考え
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られる ｡ こ の よう に考え ると
,
｢ い なみ 国際

木彫刻 キ ャ ン プ｣ にお ける 木彫刻家の 交流は

井波町に お い て 木彫刻に 携わる 人たちばかり

で なく ,

一

般町民 に と っ て もそ の 時に制作さ

れた作品に 触れ る こと に よ っ て 徐々 に そ の イ

ン パ ク トが現わ れて くる こ とは想像に 難くな

い
｡ そ して ,

こ の よう な交流を通じて 世界の

木彫刻豪速に 井波彫刻の 存在を ア ピ ー ル で き

た こと は
,
や がて 世界に対 して 木彫刻に 関す

る情報発信基地と な っ て いく可能性も大きい ｡

こ の ようなイ ン パ ク トが さら に井波町の 彫刻

関係者や地域社会に も浸透 して い くと思わ れ

る ｡ そ して ,
その ため に は今後も着実に 地域

社会が
,
こ の よう な流れ に対応 して いく努力

が求め られて い る ｡

最後 に . 今回の 研究 に当た っ て ヒ ア リ ン グ

調査や貴重 な資料提供で ご協力を い ただ い た

井波町役場企画課及び経済課 , 北陸銀行井波

支店 ,
い なみ 木彫りの里 事務局, 井波彫刻協

同組合
, 井波町 商工会に 感謝するとともに

,

今回 の研究 に助成して い た だ い た富山県高等

教育振興財団に は 厚くお礼申 し上 げる ｡

引用文献 ･ 脚注

1 ) 井波町商工 会話柄集委員会 ｢井波の商と工 ･ そ の 軌跡｣ ( 平成 3 年 3 月, 井波町商工 会) p . 24

2 ) 明治期の 金沢市に おける輸出羽 二 重産業の 生成と そ の 意義に つ い て は , 田 中暗人 ｢ ネ ッ ト ワ
ー

ク 型 産

地構造と産業情報｣ ( 高岡短期大学紀要第4 巻
,
19 9 3 年 3 月) を参照願 い た い ｡

3 ) 伝統的工芸品産業振興協会 ｢全国伝統的工芸 品総覧｣ ( 平成 5 年 3 月)

4 ) 同様 の こ とを伝統産業に即 し て 例示すると , 台湾製の安価な木製漆器が多数日本国内に 出回 っ て い る
｡

こ れ は
,
漆器を摂 っ て い る国内の ある消費地問屋 主導の 形で台湾 に技術指導した ことがき っ かけに な っ

て 始ま っ た こ とと い わ れ て い る
｡ 主 に

,
ギ フ ト商品で国内矧品と競合する ｡

5 ) こ こ で は宮崎県 ｢ ひむか邑｣ の 理 論的指導者で ある黒木進氏の考 え方を参考に した ｡

6 ) 第 2 回 目 に開催された キ ャ ン プ で は
, 実行委員会1 2 横 関 , 後援団体 9 機関か らなり

,
そ れ ぞれ 初回 の

時と比較 して 1 機関増加して い る ｡
ま た 町内 の企 業及 び井波町 に ゆか り の 深 い 企業等18 機関が協 賛団

体に名を連ね て い る
｡

【参考資料】

･ 板倉勝高著 ｢ 地場産業の 発達｣ ( 昭和5 6 年 9 月 , 大 明堂)



1 6 6 田 中晴人 ･ 横 山幸文 ･ 高橋 誠
一

･ 富 山県商工 労働部経営指導課 ｢井波木彫刻業産地診断勧告書｣ ( 昭和57 年1 1 月 ,
富山県)

･ 井波町商工 会誌編集委員会 ｢井波の 商と工
･ そ の軌跡｣ ( 平成3 年 3 月 , 井波町商工会)

･ 山崎充著 ｢ 豊か な地方づく りを目指して｣ ( 19 91 年 4 月 ,
中央公論社)

･ 上 原信博編著 ｢構造転換期の 地域程満と国際化｣ ( 1 99 2 年 3 月 , 御茶 の 水書房)

･ 坂井誠
一

著 ｢ 富山県の 歴 史｣ (1 9 93 年 1 月 ,
山川出版社)

･ 北陸経済連合会 ｢北陸の伝統産業 を考える｣ ( 平成 6 年 4 月 , 北陸経済連合会) ほか



伝統産業と環境変化

T r a diti o n a l l n d u s t r y a n d it s l n t e r n a ti o n a li z e d

E n v i r o n m e n t al C h a n g e ;t h e C a s e o f

l n a m i W o o d C a r v i n g l n (1 u st r y

H a r u t o T A N A K A
,
Y u k if u m i Y O K O Y A M A a n d S eii c hi T A K A H A S H I

( R e c e i v e d N o v e rn b e r
･ 2

,
1 99 5)

16 7

A B S T R A C T

S o c i a l a n d e c o n o m i c c h a n g e s p r e s e n t g r e a t c h a ll e n g e s - m a n y t r a d it i o n a l r e g i o n a l i n -

d u st ri e s h a v e t o r a c e .
l
l

h e p u r p o s e o f t h e p r e s e n t p a p e r i s t o e x a m i n e a n e x a m p l e o r

t r a d iti o n a l i n d u s t r y l n T o y a m a p r e f e ct u r e : t h e l n a m i w o o d c a r vi n g i n d u s t r y .
T h e i n -

d u st r y h a s a l o n g h i s t o r y a n d i s w ell e s t a b l i s h e d i n t h e r e g l O n b u t i n r e c e n t y e a r s it

h a s b e e n u n d e r t h e g r o w i n g i n fl u e n c e o f t h e i n t e r n a ti o n ali z c d e c o n o m y . T h e l n a m i

m u n i c l p a lit v a n d t h e i n d u s t r y l S rn a k i n g a g r e a t efr o r t t ( ) c o p e w it h s u c h a sit u a ti o n ,

c r e a ti n g a n e w i n t e r n a ti o n a l e v e n t w h i c h a i m s t o o p e n t h e a r e a t o t h e w o rl d : t h e l n a m i

I n t e r n ati o n al W o o d C a r v i n g C a rn p . l n t hi s p a p e r , t h e i n fl u e n c e o f m o r e i n t e r n a ti o n a li z e d

e n v i r o n m e n t o n t o d a y s t r a diti o n al i n d u st r y l S C a r e f u l y s しu di e d .

K E Y W O R D S

I n t e r n a ti o n a li z a ti o n
,
L o c a l c o m m u n i t y , T r a d iti o n al i n °-J St r y , T h e l n a m i w o o d c a r v-

i n g i n d u s t r y , T h e J n a m i I n t e r n a ti o n a l W o o d C a r v i n g C a m p


